
被災者に寄り添った対応を能登半島地震
奥能登豪雨

要望を聞く小池晃書記局長（左）、井上哲士参議院
議員（写真中央）、（右から）藤野保史元衆院議員、
堀川あき子衆院議員（1月16日、輪島市・珠洲市）

議
会
２
０
２
５
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
25
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
開
か
れ
、

日
本
共
産
党
の
佐
藤
正
幸
県
議
が
３
月
５
日
、一
般
質
問
に
た
ち
ま
し
た
。

　

佐
藤
県
議
は
こ
の
間
、仮
設
住
宅
の
入
居
者
か
ら
の
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
、「
今
度

移
る
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
が
高
す
ぎ
る
」「
家
を
建
て
た
い
が
、こ
の
物
価
高
で
お
金
の
目
途

が
た
た
な
い
。お
先
真
っ
暗
」な
ど
切
実
な
声
が
続
々
寄
せ
ら
れ
、そ
の
声
を
紹
介
し
ま
し
た
。

県 〝
安
い
賃
貸
の
災
害
公
営
住
宅
に
〞

〝
家
を
建
て
た
い
が
、お
金
が
…
〞

被
災
者
が
主
人
公
の
復
興
こ
そ

　

被
災
家
屋
の
公
費
解
体
に
よ
り
更
地
が
増
え
、
も
う

戻
ら
な
い
と
決
断
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
店
、
病
院
・
介
護
、

学
校
な
ど
の
街
づ
く
り
を
、
被
災
者
の
力

で
す
す
め
て
い
く
サ
ポ
ー
ト
こ
そ
必
要
と

知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

　

20
㎡
・
４
畳
半
１
間
の
仮
設
住
宅
に
２
人
で
暮
ら

し
て
い
る
被
災
者
も
お
り
、「
狭
い
か
ら
何
を
す
る

の
も
大
変
。
テ
ン
プ
ラ
も
出
来
な
い
」
な
ど
の
声
が

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
「
最
低
居
住
面
積
水
準
」
は
２
人
暮
ら
し
30

㎡
で
あ
り
、
こ
の
狭
さ
は
「
人
権
侵
害
と
指
摘
す
る

研
究
者
も
い
る
」
と
佐
藤
県
議
は
紹
介
。

　

３
月
25
日
の
参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
で

は
、
日
本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
参
議
院

議
員
の
質
問
に
「
仮
設
住
宅
の
空
き
は

３
０
８
戸
。
住
み
替
え
は
可
能
」
と
政

府
は
答
弁
し
て
お
り
、
狭
さ
解
消
に
は

国
の
支
援
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

　
「
水
道
水
は
ご
飯
を
炊
く
の
に
使
え
な
い
」「
電
気

料
金
が
高
す
ぎ
る
」
な
ど
の
改
善
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

4
畳
半
に
2
人
…
狭
い
仮
設
住
宅
の
改
善
求
め

　

奥
能
登
公
立
４
病
院
の
統
合
に
関
し
、
佐
藤
県
議
は

人
口
流
出
を
く
い
と
め
る
た
め
に
は
、
安
心
し
て
ふ
る

さ
と
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
医
療
・
介
護
の
提
供
体

制
の
充
実
と
住
民
合
意
が
必
要
、
と
強
調
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
能
登
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

奥
能
登
公
立
４
病
院
の
充
実
を

障
害
者
の
支
援
強
化
へ

　

佐
藤
県
議
は
、
被
災
地
の
障
害
者
支
援
に
取
り
組
む
、

日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）
の
現
地
ス
タ
ッ
フ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
と
懇
談
。
み
な
し
仮
設
と
し
て
、
民
間
ア

パ
ー
ト
の
２
階
で
暮
ら
す
障
害
者
の
通
院
に
、
数
人
が
か
り
で
支
援
し
て

い
る
実
態
を
紹
介
。

　

移
動
支
援
、
障
害
者
事
業
所
へ
の
支
援
な
ど
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

仁比聡平参議院災害対策特別委員（左）ととも
に、障害者支援関係者らと懇談（2月21～22日）

　１月16日には、小池晃書記局長、
井上哲士参議院議員、藤野保史元
衆院議員らとともに。２月21～22
日には、仁比聡平参議院災害対策
特別委員とともに、和倉温泉や外
国人支援関係者らと懇談し、要望
を聞いてきました。

被災地に足運び、国会議員団とともに佐藤県議は
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引き続き
ご要望を
お寄せください

ア
ン
ケ
ー
ト
に

返
信
続
々



物価高騰からくらし守る施策を！
　

２
月
20
日
の
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、
令
和
14
年
度
に
納
付
金
ベ
ー

ス
の
統
一
を
目
指
す
と
さ
れ
、
今
年
度
の
「
保
険
料
引
き
上
げ
を
決
定
す
る
市
町
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
」
と
県
は
述
べ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

佐
藤
県
議
は
、
能
登
半
島
地
震
・
豪
雨
災
害
の
さ
な
か
で
の
引
き
上
げ
は
回
避
す

べ
き
で
あ
り
、
財
政
安
定
化
基
金
の
更
な
る
取
り
崩
し
、
国
へ
財
政
支
援
を
要
望
す

る
こ
と
を
強
調
。
保
険
料
水
準
の
統
一
を
め
ざ
す
方
向
の
凍
結
を
求
め
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料（
税
）

引
き
上
げ
撤
回
求
め
て

　

３
月
17
日
の
環
境
農
林
建
設
委
員
会
で
は
、

政
府
備
蓄
米
が
ど
の
程
度
県
内
に
流
通
し
、
ど

の
程
度
価
格
か
下
が
る
見
通
し
か
質
問
し
ま
し
た
。

　

農
家
が
安
心
し
て
米
を
生
産
で
き
る
よ
う
、
価
格
保
障
・
所
得

補
償
を
国
に
求
め
る
「
米
の
安
定
供
給
の
保
障
を
求
め
る
意
見
書
」

を
提
案
。
自
民
・
公
明
・
参
政
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

米
価
安
定
に
責
任
持
て

　

国
が
金
沢
港
を
「
特
定
利
用
港
湾
」
と
指
定
す
る

旨
打
診
が
あ
り
、
知
事
は
了
承
し
ま
し
た
。
政
府
の

Ｑ
＆
Ａ
に
は
「
安
全
保
障
環
境
を
踏
ま
え
た
対
応
を

実
効
的
に
行
う
た
め
、
平
素
か
ら
必
要
に
応
じ
て
自

衛
隊
・
海
上
保
安
庁
が
民
間
の
空
港
、
港
湾
を
円
滑
に
利
用
で
き

る
よ
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
利
用
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

佐
藤
県
議
は
指
定
を
拒
否
す
る
よ
う
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
小
松
基
地
に
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
Ｆ
35
Ａ
戦

闘
機
（
１
機
１
７
０
億
円
程
度
）
が
配
備
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
専

守
防
衛
の
役
割
が
根
本
か
ら
変
貌
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

金
沢
港
の
軍
事
利
用
に
反
対

意見書・請願の各会派の態度

◎：提案・紹介　○：賛成　×：反対　※：1人賛成

温室効果ガス削減目標
引き上げを求める意見書

高額療養費引き上げ
凍結求める請願

介護制度改善を求める請願

共産党 自民党 公明党 未来 参政

消費税減税を求める意見書

※
志賀原発廃炉を求める請願

　国会で成立した政府予算は、8.7兆円もの軍事費が
計上されるなど、アメリカいいなりの軍拡予算です。大
企業の法人税減税など大企業優遇の手段である、企
業・団体献金の禁止に背を向けたのは、自公と国民民
主党でした。
　一方で、高額療養費引き上げは、国民の声の前に、一
時凍結を余儀なくされ、声をあげれば政治を変えるこ
とができることも示されました。
　佐藤県議は、国の悪政から県民の命と暮らしを守る
県議会の役割を果たせと奮闘、新しい政治の流れをつ
くるために全力あげます。

　環境農林建設委員会では、昨年10月に国土交通省が公表
した「令和５年度下水道路管路メンテナンス年報」によると、
腐食の恐れの大きい箇所の管渠（かんきょ）の長さ208km
は、東京都に次いで全国２位になっていることを指摘。土木部
長は「他県より厳しい基準を設定した」と答弁。

声をあげれば変えられる！

“ホンモノの改革”の立場で

老朽 下水管の長さは全国２位…改善に全力を

県議会議員・佐藤まさゆき 県政レポート
〒921-8022 金沢市中村町9-１０　電話／076-243-2877　FAX／076-247-1080　E-mail／satou@gikai.pref.ishikawa.jp　■ご意見・ご感想をお寄せ下さい
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